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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期
第２四半期
連結累計期間

第32期
第２四半期
連結累計期間

第31期
第２四半期
連結会計期間

第32期
第２四半期
連結会計期間

第31期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 13,201,55111,892,2926,574,6976,082,12125,009,347

経常利益（千円） 301,708 111,271 169,943 168,082 235,427

四半期純利益または四半期（当期）

純損失（△）（千円）
153,598△327,640 71,049 62,487△2,151,097

純資産額（千円） － － 6,089,0023,333,6743,743,472

総資産額（千円） － － 13,388,00110,458,75610,260,776

１株当たり純資産額（円） － － 689.45 377.50 423.89

１株当たり四半期純利益金額または

１株当たり四半期（当期）純損失金

額（△）（円）

17.39 △37.10 8.04 7.08 △243.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 45.5 31.9 36.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
621,867 102,063 － － 472,881

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△339,913△79,656 － － △683,598

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
286,456 429,070 － － △446,908

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
－ － 3,401,7632,615,9952,183,615

従業員数（人） － － 672 619 637

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第31期第２四半期連結累計（会計）期間及び第32期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第32期第２四半期連結累計期間及び第31期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

EDINET提出書類

元気寿司株式会社(E03176)

四半期報告書

 2/25



２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 619(2,719)

（注）従業員数は就業人員（正社員、契約社員、嘱託社員、研修社員）であり、臨時従業員数（パートナー社員）は(　 )

内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 596(2,410)

（注）従業員数は就業人員（正社員、契約社員、嘱託社員、研修社員）であり、臨時従業員数（パートナー社員）は(　 )

内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【販売の状況】

当社グループ(当社及び連結子会社)は、レストラン関連事業を行っておりますので、生産及び受注の状況は記載し

ておりません。

販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）　

前年同四半期比(％)

レストラン（千円） 5,838,206 －

フランチャイズ（千円） 243,915 －

合計（千円） 6,082,121 －

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、海外経済の改善や

経済対策の効果などを背景に、企業収益の改善や個人消費の持ち直しの動きがみられるものの、失業率が高水準に

あるなど、依然として厳しい状況にあります。

外食産業におきましては、お客様の節約志向や低価格志向が依然強く、加えて企業間の競争・競合の激化から経

営環境が益々厳しくなっております。

このような状況の中で当社グループは、「もっとお客様に喜ばれるお店に変えよう」をテーマに人材育成や営業

力の強化に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高60億８千２百万円（前年同四半期比7.5％減）、営業利益

１億７千２百万円（前年同四半期比1.3％増）、経常利益１億６千８百万円（前年同四半期比1.1％減）、四半期純

利益６千２百万円（前年同四半期比12.1％減）となりました。

（レストラン事業）

レストラン事業におきましては、客数減少に歯止めをかけるため、接客サービスレベルの向上に取り組むととも

に、販売促進策の強化を図り価格帯や商品構成の見直しにより客単価の引き上げを行ってまいりました。

店舗展開につきましては、新規出店を控え、既存店の業績回復を優先し、改装等を推進いたしました。当第２四半

期連結会計期間においては、新設店２店舗を出店し、不採算店14店舗を退店したことにより、総店舗数は175店舗と

なりました。また、改装につきましては、「すしおんど」から「魚べい」への業態転換など、６店舗を実施いたしま

した。

この結果、レストラン事業の業績は、売上高58億３千８百万円、セグメント利益１千３百万円となりました。

（フランチャイズ事業）

フランチャイズ事業におきましては、フランチャイズ先との良好な関係維持と新規出店の促進を図るため、派遣

指導等を充実するとともに季節メニューの紹介や食材の販売強化に取り組んでまいりました。

店舗展開につきましては、新設店として中国南部に１店舗を出店し、インドネシアで１店舗を退店したことによ

り、総店舗数は49店舗となりました。

この結果、フランチャイズ事業の業績は、売上高２億５千８百万円、セグメント利益６千万円となりました。

(2）資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、第１四半期連結会計期間末に比べ３億１百万円減少し、104億５千８

百万円となりました。負債合計は、第１四半期連結会計期間末に比べ３億４千９百万円減少し、71億２千５百万円と

なりました。純資産合計は、第１四半期連結会計期間末に比べ４千７百万円増加し、33億３千３百万円となりまし

た。この結果、１株当たり純資産額は5.41円増加し、377.50円となり、自己資本比率は1.4ポイント上昇し、31.9％と

なりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ１億７千７百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には26億１千５百万円となりました。各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、１億８千８百万円（前年同四半期は３億４千４百万円）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益９千９百万円、減価償却費１億３千２百万円による増加があったこと等によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、４百万円（前年同四半期は１億９千５百万円の使用）となりました。これは差

入保証金等の回収９千６百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、３億６千１百万円（前年同四半期は３億３千６百万円）となりました。これは

長期借入金の約定返済３億３千８百万円を行ったこと等によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

(1）主要な設備の状況

設備の新設、除却等の計画に記載した事項を除いては、設備の重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

① 重要な設備の新設等の完了

前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設等のうち、当第２四半期連結会計期間にお

いて完了したものは次のとおりであります。

会社名 セグメントの名称 設備の内容 取得金額（千円） 完成年月

提出会社 レストラン 新設店舗１店 29,408平成22年７月

提出会社 レストラン 改装店舗６店 73,857平成22年７月～平成22年９月

GENKI SUSHI USA,INC.レストラン 新設店舗１店 72,285平成22年７月

（注）金額には、消費税等は含まれておりません。

② 重要な設備の新設等

前四半期連結会計期間末において計画中であった設備の新設等について、次のとおり変更しております。

会社名
セグメントの
名称

設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
増加店舗数
（店）

総額
（千円）

既支払額
（千円）

提出会社 レストラン 新設店舗 532,000 20,275
自己資金、借入
金及びリース

５

提出会社 レストラン 改装店舗 316,000 －
自己資金、借入

金及びリース
－

（注）１．金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記計画には、当第２四半期連結会計期間中に新たに確定した設備の新設等が含まれております。

３．当第２四半期連結会計期間において完了したものについては、上記計画から除いております。

③ 月別出店計画

年　月
平成22年
10月

11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月 合計

 店舗数（店） － ２ １ － ２ － ５

④ 重要な設備の除却等

特に記載すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

　１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 8,882,908 同左
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 8,882,908 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

－ 8,882 － 1,151,528 － 1,344,671
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱グルメ杵屋 大阪府大阪市住之江区北加賀屋３－４－７ 2,976 33.50

㈱足利銀行 栃木県宇都宮市桜４－１－25 402 4.52

元気寿司取引先持株会 栃木県宇都宮市大通り２－１－５ 390 4.40

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区丸の内１－２－１ 88 0.99

日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 80 0.91

元気寿司従業員持株会 栃木県宇都宮市大通り２－１－５ 64 0.72

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１－４－５ 54 0.61

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 49 0.56

日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱（信託口１）
東京都中央区晴海１－８－11 47 0.53

日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱（信託口３）
東京都中央区晴海１－８－11 39 0.44

計 － 4,194 47.22

（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、以下のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）　　　　　 79千株

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）    　　　　　 49千株

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口１）　　　   47千株

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口３）　　　   39千株

　２．上記のほか当社所有の自己株式51千株（0.58％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 51,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,812,000 88,120 －

単元未満株式 普通株式 19,008 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  8,882,908 － －

総株主の議決権  － 88,120 －

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

元気寿司株式会社
栃木県宇都宮市大通

り２－１－５
51,900 － 51,900 0.58

計 － 51,900 － 51,900 0.58

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,187 1,182 1,098 1,063 1,067 1,114

最低（円） 1,162 1,060 1,051 1,000 1,000 999

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連

結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日か

ら平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四

半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有

限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,615,995 2,183,615

売掛金 112,778 103,725

商品及び製品 247,002 208,120

原材料及び貯蔵品 54,348 55,182

その他 987,061 1,154,574

貸倒引当金 △1,992 △2,715

流動資産合計 4,015,194 3,702,502

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,382,748 5,463,065

土地 769,624 769,624

その他 1,522,614 1,426,594

減価償却累計額 △4,665,836 △4,663,932

有形固定資産合計 3,009,150 2,995,351

無形固定資産 204,954 221,324

投資その他の資産

差入保証金 2,438,264 2,559,793

その他 832,551 824,135

貸倒引当金 △41,358 △42,330

投資その他の資産合計 3,229,456 3,341,598

固定資産合計 6,443,562 6,558,274

資産合計 10,458,756 10,260,776
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 805,386 883,160

短期借入金 1,255,028 1,130,002

未払法人税等 57,000 55,000

賞与引当金 155,000 168,000

その他 1,169,300 1,383,545

流動負債合計 3,441,715 3,619,707

固定負債

長期借入金 2,230,060 1,830,704

資産除去債務 334,245 －

その他 1,119,062 1,066,892

固定負債合計 3,683,367 2,897,596

負債合計 7,125,082 6,517,303

純資産の部

株主資本

資本金 1,151,528 1,151,528

資本剰余金 1,344,671 1,344,671

利益剰余金 1,069,585 1,450,214

自己株式 △70,016 △69,615

株主資本合計 3,495,768 3,876,798

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △819 40

為替換算調整勘定 △161,274 △133,366

評価・換算差額等合計 △162,094 △133,325

純資産合計 3,333,674 3,743,472

負債純資産合計 10,458,756 10,260,776
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 13,201,551 11,892,292

売上原価 5,191,828 4,711,506

売上総利益 8,009,722 7,180,785

営業収入 123,513 －

営業総利益 8,133,236 －

販売費及び一般管理費

給料及び手当 3,793,436 3,468,722

その他 4,061,901 3,577,471

販売費及び一般管理費合計 7,855,338 7,046,193

営業利益 277,898 134,592

営業外収益

受取利息及び配当金 973 613

仕入割引 43,991 55,287

受取賃貸料 25,396 24,632

その他 22,322 10,108

営業外収益合計 92,684 90,641

営業外費用

支払利息 26,611 28,439

為替差損 41,710 69,721

その他 552 15,802

営業外費用合計 68,874 113,962

経常利益 301,708 111,271

特別利益

固定資産売却益 3,000 771

貸倒引当金戻入額 8,332 1,694

受取補償金 14,070 －

賃貸借契約解約損戻入益 － 62,478

特別利益合計 25,402 64,944

特別損失

固定資産除却損 5,651 5,325

減損損失 － 65,653

賃貸借契約解約損 11,712 21,946

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 294,345

特別損失合計 17,364 387,271

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

309,747 △211,055

法人税、住民税及び事業税 94,058 47,111

法人税等調整額 62,091 69,473

法人税等合計 156,149 116,585

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △327,640

四半期純利益又は四半期純損失（△） 153,598 △327,640
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 6,574,697 6,082,121

売上原価 2,617,660 2,436,013

売上総利益 3,957,036 3,646,108

営業収入 58,332 －

営業総利益 4,015,369 －

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,902,357 1,763,376

その他 1,942,353 1,709,775

販売費及び一般管理費合計 3,844,711 3,473,152

営業利益 170,657 172,955

営業外収益

受取利息及び配当金 733 449

仕入割引 22,368 29,510

受取賃貸料 14,318 13,912

その他 7,822 5,422

営業外収益合計 45,243 49,294

営業外費用

支払利息 14,039 14,425

為替差損 31,482 34,861

その他 434 4,880

営業外費用合計 45,957 54,167

経常利益 169,943 168,082

特別利益

固定資産売却益 － 200

貸倒引当金戻入額 307 342

賃貸借契約解約損戻入益 － 20,086

特別利益合計 307 20,629

特別損失

固定資産除却損 3,345 1,386

減損損失 － 65,653

賃貸借契約解約損 10,712 21,946

特別損失合計 14,058 88,986

税金等調整前四半期純利益 156,192 99,724

法人税、住民税及び事業税 73,825 21,588

法人税等調整額 11,317 15,649

法人税等合計 85,143 37,237

少数株主損益調整前四半期純利益 － 62,487

四半期純利益 71,049 62,487
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

309,747 △211,055

減価償却費 258,334 257,175

減損損失 － 65,653

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,332 △1,694

賞与引当金の増減額（△は減少） 75,000 △13,000

受取利息及び受取配当金 △973 △613

支払利息 26,611 28,439

固定資産除売却損益（△は益） 2,651 4,553

賃貸借契約解約損 11,000 15,876

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 294,345

売上債権の増減額（△は増加） － △12,306

たな卸資産の増減額（△は増加） △77,514 △39,344

仕入債務の増減額（△は減少） 76,157 △71,816

その他 57,482 △177,832

小計 730,163 138,382

利息及び配当金の受取額 1,024 645

利息の支払額 △26,813 △28,886

法人税等の支払額 △82,507 △8,078

営業活動によるキャッシュ・フロー 621,867 102,063

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △359,969 △208,964

有形固定資産の売却による収入 3,000 771

無形固定資産の取得による支出 △380 △2,672

差入保証金の差入による支出 △84,787 △21,825

差入保証金の回収による収入 109,333 155,448

その他 △7,109 △2,414

投資活動によるキャッシュ・フロー △339,913 △79,656

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,000,000 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △635,328 △675,618

リース債務の返済による支出 △24,170 △41,922

配当金の支払額 △52,991 △52,987

その他 △1,054 △400

財務活動によるキャッシュ・フロー 286,456 429,070

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,108 △19,097

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 560,302 432,379

現金及び現金同等物の期首残高 2,841,461 2,183,615

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,401,763 2,615,995
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項

の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ6,110千円

減少し、税金等調整前四半期純損失は、304,770千円増加しております。また、当会計基準

等の適用開始による資産除去債務の変動額は335,250千円であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

１．前第２四半期連結累計期間において、ロイヤリティ収入及び自販機手数料収入（当第２四半期連結累計期間

142,317千円）は、「営業収入」として独立掲記しておりましたが、「セグメント情報」を開示したことに伴い、当第

２四半期連結累計期間より「売上高」に含めて表示しております。

２．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」を表示しております。　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「売上債権の増減額（△は増加）」（前第２四半期連結累計期間計上額△18,874千円）は重要性が増したため、

当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結貸借対照表関係）

前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「売掛金」（前第２四半

期連結会計期間計上額84,847千円）は、資産の合計額の100分の１を超えたため、区分掲記しております。

（四半期連結損益計算書関係）

１．前第２四半期連結会計期間において、ロイヤリティ収入及び自販機手数料収入（当第２四半期連結会計期間66,365

千円）は、「営業収入」として独立掲記しておりましたが、「セグメント情報」を開示したことに伴い、当第２四半期

連結会計期間より「売上高」に含めて表示しております。

２．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」を表示しております。　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 3,401,763千円

現金及び現金同等物 3,401,763

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 2,615,995千円

現金及び現金同等物 2,615,995

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成

22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  8,882,908株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 51,977株

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 52,987 6 平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 52,985 6 平成22年９月30日平成22年12月１日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平

成21年４月１日　至平成21年９月30日）

当連結グループは飲食事業のみを営んでおり、事業区分が単一セグメントのため該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平

成21年４月１日　至平成21年９月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高　　（千円） 762,045　 762,045　

Ⅱ　連結売上高　　（千円） －　 6,574,697　

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
11.6 11.6

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高　　（千円） 1,496,552　 1,496,552　

Ⅱ　連結売上高　　（千円） －　 13,201,551　

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
11.3 11.3

（注）１．その他の地域に属する国または地域は次のとおりであります。

その他の地域・・・・米国、香港、台湾等

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自平成

22年７月１日　至平成22年９月30日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、レストラン関連事業を行っており、直営、フランチャイズのサービス形態別に国内及び海外の包括的な戦略

を立案し、事業展開しております。

したがって、当社は、サービス形態別のセグメントから構成されており、「レストラン事業」及び「フランチャイズ

事業」の２つを報告セグメントとしております。

「レストラン事業」は、国内及び海外において回転寿司を中心とした直営レストランの店舗展開を行っておりま

す。「フランチャイズ事業」は、海外においてフランチャイズ加盟店の募集及び加盟店の経営指導等を行っておりま

す。

EDINET提出書類

元気寿司株式会社(E03176)

四半期報告書

19/25



２．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

レストラン フランチャイズ 計

売上高      

外部顧客への売上高 11,389,661502,63011,892,292 － 11,892,292
セグメント間の内部売上
高または振替高

－ 42,021 42,021△42,021 －

計 11,389,661544,65111,934,313△42,02111,892,292

セグメント利益または損失

（△）
△7,839 129,723 121,88312,708 134,592

（注）１．セグメント利益または損失（△）の調整額12,708千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２． セグメント利益または損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）３

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）４

レストラン フランチャイズ 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,838,206243,9156,082,121 － 6,082,121
セグメント間の内部売上
高または振替高

－ 14,873 14,873△14,873 －

計 5,838,206258,7896,096,995△14,8736,082,121

セグメント利益 13,528 60,486 74,014 98,940 172,955

（注）３．セグメント利益の調整額98,940千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

４． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３

月21日）を適用しております。 　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

金融商品の四半期連結連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はあ

りません。　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。
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（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

当連結グループは、デリバティブ取引を全く行っていないので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 377円50銭 １株当たり純資産額 423円89銭

２．１株当たり四半期純利益金額または１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 17円39銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 37円10銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額または１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額または１株当たり四半

期純損失金額（△）
        

四半期純利益または四半期純損失（△）（千円） 153,598 △327,640

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益または四半期純損失

（△）（千円）
153,598 △327,640

期中平均株式数（千株） 8,831 8,831

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 ８円04銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 ７円08銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 71,049 62,487

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 71,049 62,487

期中平均株式数（千株） 8,831 8,831
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が、平成20年３月31日以前のリース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結累計期間末におけるリース

取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

平成22年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1）中間配当による配当金の総額……………………52,985千円

(2）１株当たりの金額…………………………………６円00銭

(3）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月１日

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

元気寿司株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩瀬　佐千世　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤原　道夫　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元気寿司株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、元気寿司株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月12日

元気寿司株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤原　道夫　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 出口　賢二　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元気寿司株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、元気寿司株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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